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１．研究計画の概要 

古代エジプトの宗教的拠点テーベの主神

であり、エジプトの国家神的存在であった羊

の容貌を持つアムン神に対する信仰が如何

にして、ナイル河谷から西へ砂漠を約 200km

進んだ所に存在するカルガ・オアシスにまで

たどり着き、そこで土着の人々に受け入れら

れ、定着していったのか。地理的に離れ、環

境的に異なる二つの空間（ナイル河谷と西方

砂漠のオアシス地域）における文化の受容過

程とその変化の原因を主に碑文史料（カル

ガ・オアシス周辺に点在するナドゥーラ、エ

ル＝グエイタ、エル＝ザヤーンなどの神殿遺

跡に存在するアムン神を描いたヒエログリ

フを伴うレリーフ群）と図像資料を用いて明

らかにすることが本研究の目的である。 

 

２．研究の進捗状況 

 現時点における進捗状況は次のようであ

る。(1)カルガ・オアシスにおけるアムン神

に由来する碑文の三次元実測による収集を

終了した。(2)その他の西方砂漠に点在する

オアシス群（シーワ・オアシス、ダクラ・オ

アシス、バハレイア・オアシス）におけるア

ムン神信仰の痕跡を主に神殿遺跡に存在す

る碑文資料を中心として網羅的に採集・確認

した。(3)さらに西方地域（サハラ砂漠・リ

ビア領の地中海沿岸地域）におけるアムン神

信仰＝古代エジプト文化の浸透の例を確認

するために、昨年度はエジプト以外にリビア

に赴き、アカクス山地を中心に砂漠部に点在

する岩絵群を確認した。また地中海沿岸部に

おいては、エジプトの影響が見られる幾つか

の神殿を訪れる機会を得た。 

 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。計画当

初は、西方砂漠のカルガ・オアシスのみを扱

う予定であったが、調査の過程においてさら

に西方に位置するエジプトの他のオアシス

地域、あるいはリビア領に属するサハラ砂漠

と東地中海沿岸地域にもアムン神の浸透例

が見られることが確認された。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後は、これまでに得た三次元デジタル・

データをもとに図像の解釈と碑文の解読を

進める。結果として、ナイル河谷から最も近

く約 200km 離れたカルガ・オアシスのみなら

ず、約 560km 離れた最西端のシーワ・オアシ

ス、そしてさらに西方のサハラ砂漠地域と西

地中海沿岸地域にまでアムン神信仰がたど

り着いていたことを確認し、地理的に離れ、

環境的に異なる二つの空間の中で、アムン神

信仰は、土着の文化を受容しつつ、独自の変

化を重ねてきた点を明らかにする。これまで



の研究によりアムン神信仰は、西方のみなら

ず、オアシスを経由して南方のスーダンにま

で到達しており、今後さらに南方との接触の

可能性も提案出来る。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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